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内外情勢の回顧と展望（平成 29 年版）の発刊に当たって
公安調査庁長官　中川　清明

   公安調査庁は，毎年１月，公共の安全に関わる我が国内外の諸情勢を「内外情勢の回顧と展望」に取
りまとめて，発刊しております。 ここに平成28 年（2016 年）11 月末までの諸情勢を取りまとめた資料を
お届けします。

　当庁は，破壊活動防止法及び無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律に基づき，破壊
的団体などに対する調査や規制措置などを行うことで，公共の安全の確保を図ることを任務としてい
ます。また，この任務を全うするため，地下鉄サリン事件などを引き起こしたオウム真理教に対する
観察処分を厳格に実施しているほか，国際テロリズムや国内諸団体の動向に加え，我が国の公共の安
全に影響を及ぼし得る周辺諸国の状況など内外の諸情勢に関する情報の収集・分析に取り組み，これ
を団体規制につなげるとともに，我が国情報コミュニティのコアメンバーとして，政府の政策決定へ
の情報貢献に努めております。

　平成28 年（2016 年）における内外の諸情勢を見ますと，国外では，北朝鮮が核実験を二度にわたっ
て実施するとともにミサイル発射を繰り返しているほか，ベルギー・ブリュッセルにおける連続テロ
事案，バングラデシュ・ダッカにおける襲撃事案といった重大な国際テロ事案が相次ぐなど，我が国の
安全に対する重大な脅威が認められます。また，国内においても，オウム真理教が依然として危険な
体質を維持しつつ, 活発な活動を展開しているほか，過激派が社会的影響力拡大を企図して多様な活
動を行うなど，治安上十分に警戒すべき動向が認められます｡ さらには，重要情報の窃取を始めサイ
バー空間を通じてもたらされる脅威が深刻化するなど，我が国を取り巻く内外の諸情勢は，依然とし
て厳しいと言わざるを得ません。

　こうした中，我が国では，政府一丸となり，平成32 年（2020 年）の東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催などに向け，「世界一安全な国，日本」の実現を目指し，各種の施策を推進しており，
当庁も，これに貢献すべく情報収集・分析の強化や必要な体制の整備に取り組んでおります。

　また，我が国に対する脅威は，民間の組織・個人にも広く及んでおり，公共の安全を守るための官
民の協力の必要性が一段と高まっております。当庁は，これを充実させるため，国民の皆様への直接
の情報発信に一層努力したいと考えており，皆様には，本資料を御活用いただきますとともに，当庁
の業務について御理解及び御支援を賜りますよう，この場を借りて心からお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28 年11月
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